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◇ニュース『育ちと学び』君が、「けっこういい名

前を付けてもらって、さまざまな人と営みと思い

に出会い、自らの育ちと学びに必死で頑張ること

がこんなに楽しいとは、想像以上です」なんて言

って･･･たくさんのお便りをいただき、少しばかり

自信をつけ始めているようです。 

◇「自信」といえば、「ジシン」と入力すると我が

ＰＣは「地震」と答えます。３・１１以降数え切

れぬほどの「地震」を学習したんですね。いい加

減で「自信」に戻ってくれと思っても、「原発」と

セットになって学習記憶はまだまだ再現されそう

です。原発の「安全神話」のことを考えると、教

育活動と文化活動の立ち位置をどこに置くかが改

めて問われてくると思いました。 

◇わずか２歳の「ぐんま教育文化フォーラム」で

すから、運営委員会も大きな震動を感じながら、

これからどんな歩みを作るかに話題が集まります。

ちょっとご披露しましょうか･･･ 

◇“子どもとメディア研究、朗読を楽しむ会、ス

ダジイ楽書会とか、広がりを見せているし、方向

としては確実になっているのでは”、“老舗の近現

代史ゼミの人気は衰えず”、“活動内容の広がりに

戸惑いを感じている方も。今、学校では優れた授

業実践が若い世代に伝えられづらくなっている。

授業研究につながる活動を”、“活動のフィールド

は「部会」なのだから、部会の充実と仲間を広げ

る活動を創ることだ”。 

･･･“『育ちと学び』の取材対象も広がって、人が

見える・関係が深まるといった中身になってきた”、

“文化の内容はまだまだ不十分”、“学校現場の現

実をもっと伝えてほしい。現場の問題が分かるよ

うな伝え方を工夫して”、“例えば「通信員」など

を置いて、会員拡大が活動と関わってくると面白

い”、“『育ちと学び』の製作技術が格段に進歩した

ね”。 

･･･“とにかく「かかわり」をどう作るかだね”。  

◇でも、難しい話ばかりしているとお思いでした

らそれは勘違いです。人の生涯を対象にしようと

大風呂敷を広げた「フォーラム」ですから、風呂

敷からこぼれ落ちた「ホロリ、ホッコリ、ほらマ

タッ！」でこの暑さをしのいでいます。フォーラ

ムのドアは always open ですよ。いつでもお出

かけあれ。まだ幼年期の「フォーラム」＆『育ち

と学び』です。確かな眼力で足腰しなやかに自立

できるように、皆さんの「ご参加」と「手厳しい

お便り」をぜひお願いいたします。 

今後の主な予定

８月１９日（金）～２１日（日） 教育のつどい２０１１ｉｎ千葉 （松戸市を中心に） 

９月  ２日（金）１３時３０分～ スダジイ楽書会（時代の書を学ぼう：臨書１） 

        １５時～    運営委員会 

        １７時３０分～ 残暑気払い・歓送迎会（北海亭） 

９月  ３日（土）１３時３０分～ 子どもとメディア研究部会（フォーラム） 

９月  ９日（金）１４時～    運営委員会  

９月１６日（金）１３時３０分～ スダジイ楽書会（時代の書を学ぼう：臨書２） 

        １５時～    運営委員会 

９月２３日（金）１４時～    運営委員会 

９月２４日（土）        近現代史ゼミフィールドワーク（甘楽町、下仁田町） 

９月３０日（金）１３時～    教育ネットワークぐんま事務局会議（フォーラム） 

        １４時４５分～ 運営委員会 
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